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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第16期
第３四半期
連結累計期間

第17期
第３四半期
連結累計期間

第16期

会計期間
自  平成25年４月１日

至  平成25年12月31日

自 平成26年４月１日

至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日

売上高 （千円） 47,782,650 55,546,366 66,181,887

経常利益 （千円） 1,992,878 1,710,863 2,019,568

四半期（当期）純利益 （千円） 822,582 587,523 668,464

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 903,054 665,063 706,635

純資産額 （千円） 5,562,123 5,819,943 5,352,416

総資産額 （千円） 45,530,830 45,047,106 43,114,373

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 34.04 24.59 27.74

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 11.6 12.3 11.9
 

 

回次
第16期
第３四半期
連結会計期間

第17期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日

至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日

至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 16.31 14.93
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．純資産額には、株式給付信託が所有する当社株式が「自己株式」として計上されております。一方、１株当

たり四半期（当期）純利益金額、自己資本比率、第16期第３四半期連結会計期間及び第17期第３四半期連結

会計期間の１株当たり四半期純利益金額については、上記の当社株式を自己株式とみなしておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。

なお、主要な関係会社の異動については、以下のとおりであります。

連結子会社である株式会社ファーマホールディングが、平成26年４月１日付で有限会社エムシーエス、平成26年７

月１日付で株式会社毎日堂、平成26年７月18日付で有限会社メディカルブレーン、平成26年10月１日付で株式会社レ

ジオン、平成26年10月９日付で有限会社サン薬局、平成26年11月13日付でひまわり薬局有限会社の全株式を取得いた

しました。

連結子会社である株式会社サンメディックと株式会社富岡調剤薬局は、平成26年４月１日に株式会社サンメディッ

クを存続会社とする吸収合併を行いました。

　連結子会社である株式会社トータル・メディカルサービスと株式会社ケイエムは、平成26年４月１日に株式会社

トータル・メディカルサービスを存続会社とする吸収合併を行いました。

連結子会社である株式会社シー・アール・メディカルと有限会社エムシーエスは、平成26年７月１日に株式会社

シー・アール・メディカルを存続会社とする吸収合併を行いました。

　連結子会社である株式会社トータル・メディカルサービスと株式会社九州ファーマシーは、平成26年７月１日に株

式会社トータル・メディカルサービスを存続会社とする吸収合併を行いました。

連結子会社である株式会社共栄ファーマシーと株式会社毎日堂は、平成26年10月１日に株式会社共栄ファーマシー

を存続会社とする吸収合併を行いました。

この結果、以下の連結子会社が増加し、平成26年12月31日現在、当社グループは当社及び連結子会社18社で構成さ

れることとなりました。

名称 住所
資本金又は
出資金
(千円)

主要な事業
の内容

議決権の所有
(被所有)割合
(％)

関係内容

(連結子会社)      

 有限会社メディカルブレーン 滋賀県大津市 3,000 調剤薬局事業
100.0

(100.0)

受発注取引

債権流動化取引

運営管理

　株式会社レジオン 静岡県榛原郡 3,000 調剤薬局事業
100.0

(100.0)

受発注取引

運営管理

　有限会社サン薬局 愛知県日進市 3,000 調剤薬局事業
100.0

(100.0)

受発注取引

運営管理

　ひまわり薬局有限会社 東京都荒川区 3,000 調剤薬局事業
100.0

(100.0)

受発注取引

運営管理
 

（注）１．「主要な事業の内容」欄には、セグメントの名称を記載しております。

２．「議決権の所有（被所有）割合」欄の（内書）は、間接所有であります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

(1)　業績の状況
　

当第３四半期連結累計期間における業績は、主力事業である調剤薬局事業が堅調に推移したことから、売上高は

55,546百万円（前年同期比16.2％増）となりました。利益面につきましては、平成26年４月の薬価改定及び調剤報

酬改定の影響等により、営業利益1,783百万円（同11.6％減）、経常利益1,710百万円（同14.2％減）、四半期純利

益587百万円（同28.6％減）となりました。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。なお、各セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高

を含んでおります。
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①医薬品等ネットワーク事業

本事業に関しましては、システム売上が減少したこと等により、売上高は2,099百万円（前年同期比2.3％減）

となりました。利益面につきましては、受発注手数料収入が堅調に推移したこと等により、営業利益1,152百万円

（同4.6％増）となりました。

なお、第２四半期連結会計期間において、平成26年４月より取引休止中であった大口先（230店舗）が脱退した

こと等により、平成26年12月31日現在の医薬品ネットワーク加盟件数は、調剤薬局1,056店舗、31病・医院の合計

1,087件（前連結会計年度末比76件減）となりました。

 

②調剤薬局事業

本事業に関しましては、当第３四半期連結累計期間に調剤薬局８店舗を新規出店するとともに株式取得により

６社（18店舗）、事業譲受けにより１店舗を取得する一方、11店舗を閉鎖しました。また、グループ会社の吸収

合併（４社）を行い、収益基盤の強化を図りました。平成26年12月31日現在の店舗数は、調剤薬局336店舗（休止

中の２店舗を除く）、ケアプランセンター２ヶ所、ドラッグストア12店舗、福祉用具貸与事業所１ヶ所となって

おります。

既存店舗の売上が堅調に推移したことに加え、前連結会計年度にＭ＆Ａにより取得した店舗の業績寄与等によ

り、売上高は52,720百万円（前年同期比15.3％増）となりました。利益面につきましては、平成26年４月の薬価

改定及び調剤報酬改定の影響等により、営業利益1,622百万円（同11.4％減）となりました。

 

③賃貸・設備関連事業

本事業に関しましては、不動産賃貸収入が増加したことにより、売上高は1,091百万円（前年同期比14.6％増）

となったものの、医療と介護の複合型施設として平成25年５月に開業したサービス付き高齢者向け住宅「ウィス

テリア清田」（札幌市清田区）にかかる減価償却費が先行すること及び今後のサービス付き高齢者向け住宅新設

のために人員体制を強化したことによる労務費の増加等により営業損失22百万円（前年同期は30百万円の損失）

となりました。

なお、「ウィステリア清田」の入居件数は、平成26年12月31日現在、全75戸中59戸と概ね順調に推移しており

ます。

 

④給食事業

本事業に関しましては、株式会社トータル・メディカルサービスのフードサービス事業部及び株式会社さくら

フーズにおいて病院・福祉施設内での給食事業受託業務を行っております。本事業の売上高は1,457百万円（前年

同期比842.6％増）、営業損失４百万円（前年同期は０百万円の損失）となりました。

 

⑤その他事業

本事業に関しましては、株式会社エスエムオーメディシスが治験施設支援業務を行っております。新規案件の

組入が遅延したことから、本事業の売上高は130百万円（前年同期比52.3％減）、営業損失59百万円（前年同期は

営業利益12百万円）となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は45,047百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,932百万円増加し

ました。

流動資産は11,583百万円となり、前連結会計年度末に比べ642百万円の増加となりました。主な要因は、現金及び

預金の減少があったものの、商品が増加したことによるものです。固定資産は33,463百万円となり、前連結会計年

度末に比べ1,290百万円の増加となりました。主な要因は、賃貸・設備関連事業における土地及び建設仮勘定の増加

並びに６社の株式取得、１店舗の事業譲受けによりのれんが増加したことによるものです。

負債の部は39,227百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,465百万円の増加となりました。流動負債は22,761百

万円となり、前連結会計年度末に比べ2,118百万円の減少となりました。主な要因は、短期借入金の減少によるもの

です。固定負債は16,465百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,583百万円の増加となりました。主な要因は、長

期借入金の増加によるものです。

また、純資産の部においては、5,819百万円となり、前連結会計年度末に比べ467百万円の増加となりました。主

な要因は、利益剰余金の増加によるものです。

 

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発活動は、医薬品等ネットワーク事業の株式会社システム・フォーにおい

て、既存の調剤システム「ＰＨＡＲＭＡＣＹ　ＡＣＥ」の後継機の開発に向けて、事前の情報収集活動を実施して

いる状況であります。従って、当第３四半期連結累計期間において、研究開発費は発生しておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 72,000,000

計 72,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,969,600 25,969,600
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株で
あります。

計 25,969,600 25,969,600 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

― 25,969,600 ― 1,091,001 ― 889,008
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が把握できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成26年９月30日現在で記載しております。

 

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

  普通株式

 

2,081,100
－ －

完全議決権株式（その他）   普通株式 23,886,900 238,869 －

単元未満株式   普通株式 1,600 － －

発行済株式総数  25,969,600 － －

総株主の議決権 － 238,869 －
 

(注) １．「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、すべて当社保有の自己株式です。

２．資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式は、「完全議決権株式（自己株式

等）」欄の自己保有株式に含まれておりません。

３．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式５株が含まれております。

 

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      

株式会社メディカル
システムネットワーク

札幌市中央区北十条西二十四
丁目３

2,081,100 － 2,081,100 8.01

計 － 2,081,100 － 2,081,100 8.01
 

(注) 資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式は、上記自己株式に含まれておりません。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,106,452 2,796,723

  売掛金 2,801,920 2,996,346

  債権売却未収入金 701,516 656,387

  調剤報酬等購入債権 310,624 343,512

  商品 2,650,860 3,637,749

  原材料 6,614 8,944

  仕掛品 10,047 16,873

  貯蔵品 64,405 67,371

  繰延税金資産 631,043 338,538

  その他 663,584 729,517

  貸倒引当金 △5,583 △8,147

  流動資産合計 10,941,487 11,583,817

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 6,849,125 6,663,207

   土地 6,786,903 7,298,153

   建設仮勘定 247,956 826,629

   その他（純額） 2,091,898 1,747,724

   有形固定資産合計 15,975,883 16,535,715

  無形固定資産   

   のれん 12,253,438 12,760,688

   ソフトウエア 84,588 219,901

   その他 61,330 97,553

   無形固定資産合計 12,399,358 13,078,142

  投資その他の資産   

   投資有価証券 179,393 185,351

   差入保証金 1,672,215 1,704,867

   繰延税金資産 801,647 898,891

   その他 1,170,827 1,085,307

   貸倒引当金 △26,439 △24,987

   投資その他の資産合計 3,797,644 3,849,430

  固定資産合計 32,172,886 33,463,289

 資産合計 43,114,373 45,047,106
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 7,798,447 8,895,215

  短期借入金 10,270,241 7,528,109

  1年内返済予定の長期借入金 1,996,840 2,438,008

  1年内償還予定の社債 50,000 25,000

  未払法人税等 577,680 152,585

  繰延税金負債 29 －

  賞与引当金 878,394 487,660

  ポイント引当金 7,930 5,241

  その他 3,300,435 3,229,774

  流動負債合計 24,879,998 22,761,593

 固定負債   

  社債 25,000 －

  長期借入金 9,669,898 12,926,875

  繰延税金負債 1,197 1,876

  役員退職慰労引当金 422,752 469,416

  退職給付に係る負債 1,143,758 1,264,654

  その他 1,619,352 1,802,747

  固定負債合計 12,881,958 16,465,570

 負債合計 37,761,957 39,227,163

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,091,001 1,091,001

  資本剰余金 900,717 900,717

  利益剰余金 4,299,611 4,681,586

  自己株式 △1,180,893 △1,146,558

  株主資本合計 5,110,437 5,526,747

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,319 8,035

  繰延ヘッジ損益 △33,015 △25,906

  その他の包括利益累計額合計 △30,696 △17,871

 少数株主持分 272,675 311,067

 純資産合計 5,352,416 5,819,943

負債純資産合計 43,114,373 45,047,106
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 47,782,650 55,546,366

売上原価 30,979,224 34,573,394

売上総利益 16,803,426 20,972,972

販売費及び一般管理費 14,786,593 19,189,732

営業利益 2,016,832 1,783,240

営業外収益   

 受取利息及び配当金 2,764 3,280

 業務受託料 45,389 53,321

 設備賃貸料 32,944 61,661

 補助金収入 89,522 －

 雑収入 35,817 67,961

 営業外収益合計 206,438 186,226

営業外費用   

 支払利息 212,823 223,755

 雑損失 17,569 34,846

 営業外費用合計 230,392 258,602

経常利益 1,992,878 1,710,863

特別利益   

 固定資産売却益 6,593 21

 投資有価証券売却益 3,875 －

 受取補償金 20,602 20,602

 資産除去債務戻入益 7,874 －

 特別利益合計 38,946 20,624

特別損失   

 固定資産除却損 27,236 32,796

 減損損失 66,747 163,317

 店舗閉鎖損失 2,969 31,772

 その他 418 4,240

 特別損失合計 97,371 232,127

税金等調整前四半期純利益 1,934,452 1,499,360

法人税、住民税及び事業税 680,204 591,476

法人税等調整額 362,848 256,282

法人税等合計 1,043,052 847,759

少数株主損益調整前四半期純利益 891,400 651,600

少数株主利益 68,817 64,076

四半期純利益 822,582 587,523
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 891,400 651,600

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 4,148 6,354

 繰延ヘッジ損益 7,505 7,108

 その他の包括利益合計 11,654 13,463

四半期包括利益 903,054 665,063

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 834,172 600,348

 少数株主に係る四半期包括利益 68,881 64,714
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

連結子会社である株式会社ファーマホールディングが平成26年４月１日に有限会社エムシーエスの全株式

を、平成26年７月１日に株式会社毎日堂の全株式を、平成26年７月18日に有限会社メディカルブレーンの全株

式を、平成26年10月１日に株式会社レジオンの全株式を、平成26年10月９日に有限会社サン薬局の全株式を、

平成26年11月13日にひまわり薬局有限会社の全株式を取得し、新たに連結の範囲に含めております。

　連結子会社である株式会社サンメディックと株式会社富岡調剤薬局は、平成26年４月１日に株式会社サンメ

ディックを存続会社とする吸収合併を行っております。

　連結子会社である株式会社トータル・メディカルサービスと株式会社ケイエムは、平成26年４月１日に株式

会社トータル・メディカルサービスを存続会社とする吸収合併を行っております。

　連結子会社である株式会社シー・アール・メディカルと有限会社エムシーエスは、平成26年７月１日に株式

会社シー・アール・メディカルを存続会社とする吸収合併を行っております。

　連結子会社である株式会社トータル・メディカルサービスと株式会社九州ファーマシーは、平成26年７月１

日に株式会社トータル・メディカルサービスを存続会社とする吸収合併を行っております。

　連結子会社である株式会社共栄ファーマシーと株式会社毎日堂は、平成26年10月１日に株式会社共栄ファー

マシーを存続会社とする吸収合併を行っております。

(2) 変更後の連結子会社の数

18社
 

 

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

(退職給付に関する会計基準等の適用)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の

決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法か

ら、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変

更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債及び利益剰余金に与える影響は軽微であり

ます。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。

 
(従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用)

「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　平成

25年12月25日）を第１四半期連結会計期間より適用しておりますが、従来採用していた方法により会計処理を

行っております。
 

 

EDINET提出書類

株式会社　メディカルシステムネットワーク(E05274)

四半期報告書

14/22



 

(追加情報)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

当社は、株主の皆様と経済的な効果を共有し、株価及び業績向上への意欲や士気を一層高めることを目的とし

て、当社の従業員及び当社連結子会社の役職員（以下「従業員等」といいます）に対して信託を通じて自社の株式

を交付する取引を行っております。

(1) 取引の概要

当社グループは、あらかじめ定めた株式給付規程に基づき、従業員等に対し、勤続年数等の各人の貢献度に

応じてポイントを付与し、受給資格を取得した従業員等に対し、付与されたポイントに相当する当社株式を給

付しております。従業員等に対し給付する株式については、あらかじめ当社グループが信託設定した金銭によ

り信託銀行が将来給付分も含めて株式市場から取得し、信託財産として分別管理しております。

 
(2) 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　平

成25年12月25日）を適用しておりますが、従来採用していた方法により会計処理を行っております。

 
(3) 信託が保有する自社の株式に関する事項

①　信託における帳簿価額は前連結会計年度49,156千円、当第３四半期連結会計期間14,822千円であります。

信託が保有する自社の株式は株主資本において自己株式として計上しております。

②　期末株式数は前第３四半期連結累計期間84,800株、当第３四半期連結累計期間25,500株であり、期中平均

株式数は、前第３四半期連結累計期間99,488株、当第３四半期連結累計期間58,920株であります。期末株式

数及び期中平均株式数は、１株当たり情報の算出上、控除する自己株式に含めておりません。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

減価償却費 768,096千円 888,178千円

のれんの償却額 466,019千円 624,856千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 103,873 4.00 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

平成25年11月１日
取締役会

普通株式 95,553 4.00 平成25年９月30日 平成25年12月９日 利益剰余金
 

（注）１.　平成25年６月25日定時株主総会決議に基づく配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）の導入において

設定した資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当277千円を含

めて記載しております。

 ２． 平成25年11月１日取締役会決議に基づく配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）の導入において設定

した資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当339千円を含めて

記載しております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成25年５月２日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この取得等により、自己

株式は当第３四半期連結累計期間において、1,135,844千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において、

1,180,893千円となっております。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月19日
定時株主総会

普通株式 95,553 4.00 平成26年３月31日 平成26年６月20日 利益剰余金

平成26年10月31日
取締役会

普通株式 95,553 4.00 平成26年９月30日 平成26年12月８日 利益剰余金
 

（注）１． 平成26年６月19日定時株主総会に基づく配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）の導入において設定

した資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当339千円を含めて

記載しております。

 ２． 平成26年10月31日取締役会決議に基づく配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）の導入において設定

した資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当102千円を含めて

記載しております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

医薬品等
ネットワー
ク事業

調剤薬局
事業

賃貸・設備
関連事業

給食
事業

その他
事業

計

売上高         

  外部顧客へ
の売上高

982,043 45,739,664 634,720 154,638 271,584 47,782,650 － 47,782,650

  セグメント
間の内部
　売上高又は
振替高

1,166,450 3,157 317,643 － 1,036 1,488,288 △1,488,288 －

計 2,148,494 45,742,822 952,363 154,638 272,620 49,270,939 △1,488,288 47,782,650

セグメント
利益又は損失
（△）

1,102,415 1,830,350 △30,877 △514 12,174 2,913,547 △896,714 2,016,832

 

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△896,714千円には、セグメント間取引消去△22,124千円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△874,590千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない全社的一般経費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　（子会社の取得による資産の著しい増加）

当第３四半期連結累計期間において、調剤薬局事業会社５社の株式を取得し、連結子会社としたこと等により、

前連結会計年度の末日に比べ、「調剤薬局事業」のセグメント資産が10,825,658千円増加しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（のれんの金額の重要な変動）

「医薬品等ネットワーク事業」セグメントにおいて、株式会社エムエムネットの全株式を取得したことにより、

のれんの金額に重要な変動が生じております。

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては247,788千円であります。

「調剤薬局事業」セグメントにおいて、調剤薬局事業会社５社の株式を取得し、連結子会社としたこと等によ

り、のれんの金額に重要な変動が生じております。

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては4,496,338千円であります。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

医薬品等
ネットワー
ク事業

調剤薬局
事業

賃貸・設備
関連事業

給食
事業

その他
事業

計

売上高         

  外部顧客へ
の売上高

485,853 52,715,505 757,375 1,457,571 130,060 55,546,366 － 55,546,366

  セグメント
間の内部
　売上高又は
振替高

1,613,414 5,094 333,722 － － 1,952,231 △1,952,231 －

計 2,099,267 52,720,600 1,091,097 1,457,571 130,060 57,498,598 △1,952,231 55,546,366

セグメント
利益又は損失
（△）

1,152,603 1,622,383 △22,234 △4,379 △59,959 2,688,414 △905,174 1,783,240

 

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△905,174千円には、セグメント間取引消去32,362千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△937,536千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない全社的一般経費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（のれんの金額の重要な変動）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　（退職給付に関する会計基準等の適用）

「会計方針の変更等」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変

更したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

　この変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

　　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

　１株当たり四半期純利益金額 34円04銭 24円59銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 822,582 587,523

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 822,582 587,523

普通株式の期中平均株式数(株) 24,168,349 23,888,495
 

(注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．「普通株式の期中平均株式数」の算出に当たって、株式給付信託が所有する当社株式は、自己保有株式では

ないため、自己株式数に含めておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社　メディカルシステムネットワーク(E05274)

四半期報告書

19/22



２ 【その他】

平成26年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（１）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・95百万円

（２）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・４円00銭

（３）支払請求権の効力発生日及び支払開始日・・・・・平成26年12月８日

　（注）平成26年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２７年２月２日

株式会社 メディカルシステムネットワーク

取締役会  御中

 

有限責任監査法人 ト　ー　マ　ツ
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   香　　川　　　　　順   印
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   津　　村　　陽　　介   印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社メ

ディカルシステムネットワークの平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結

会計期間（平成２６年１０月１日から平成２６年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２６年４月１

日から平成２６年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メディカルシステムネットワーク及び連結子会社の平成

２６年１２月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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